
総合的な学習の時間 「研究の方法を学ぶ」

■１年 課題研究 ： 研究を学ぶ

（１）概要

中学校・高等学校６カ年の学習の第１段階である中学校１年生の総合的な学習「研究を学ぶ」では，

自己学習の基盤となる「学ぶ方法」を学ぶことと，「探究的な態度」を育むことを目標としている。

「学ぶ方法」とは，情報の集め方，まとめ方，表現の仕方などのスキルを身につけることである。「探

究的な態度」を育むとは，多面的なものの見方や科学的な捉え方を培い，自ら課題を見つけ，自ら考

え，主体的に判断し，よりよく問題を解決しようとする姿勢を養うことである。これらの目標を達成

するために，情報化社会に対応した学びのあり方として，コンピュータとそのネットワークを有効に

活用する学習展開を行う。

具体的には，コンピュータを表現や情報収集，分析などの道具として活用できる情報リテラシーの

育成を行ったり，概念図やウェブページを利用した表現活動を行う中に自己評価と相互評価を効果的

に組み込むことで新たな課題設定を行う助力とし，視野の拡大や興味・関心の高まりを目指した展開

を行う。また，地域の特色をまとめ整理する活動を行うことで，地域を探究する動機付けとする。

（２）ねらいとする能力・態度

コンピュータを活用する基礎的能力と学びの道具や表現の道具としてコンピュータやネットワーク

を活用する能力。

自己評価や相互評価においてクリティカルな視点から意見を述べ評価し考察しようとする態度およ

びそれができる能力。

級友からの様々な意見を多面的・総合的に判断し，研究主題をより深めようとする態度。

（３）授業展開及び教材の工夫

・掲示板でお互いの Web ページに対する意見を書き込む際に，「よかったよ」などとほめるのでは
なく，「まだわからないことはどこか」，「さらに調べてほしいことは何か」などの観点で書き込

みをさせる。

・掲示板に書き込まれた意見をまとめ，さらにそれらを多面的・複眼的に考察することにより自ら

研究課題を設定させる。

・研究したことを表現するだけでなく，多面的・複眼的に思考しその問題点や問題点に対する意見

を表現させる。

（４）年間指導計画 （70時間扱い）

月 単元名 学習のテーマ・ねらい 学習の具体的な内容

４ プロローグ ◎年間テーマの提示 ・学習のねらいと，１年で学ぶ情

◎コンピュータを利用する際の注意点 報リテラシーについて

・コンピュータ利用のマナー

５ １．表現の方法 ◎表現の基礎としてのワープロ操作や ・ワープロ操作の基礎

を学ぶ 作図など一連のスキルの習得をはか 文章入力，変換，レイアウト，

る。 保存，印刷など。

６ ◎まとめ方の方法として箇条書きやベ ・課題文をよく読み，その要約を

ン図，その他の概念図で表現する。 箇条書きにまとめたり，概念図

◎「福山」など地域の特色について調 にして表現する。

７ べ，それを概念図に表現する。 ・概念図の例題として「福山」に

ついての概念図を見せ，地域の

特色を自分なりの概念図にまと

９ めさせる。



◎各自別々の本を選び，その本を課題 ・「科学のアルバム」シリーズか

本として，まとめ方の演習や表現活動 ら，興味を持った本を１冊選び，

10 を行う。（活動，探究の課題が各自が その中の文章を題材に，文章入

興味を持って選んだ本であるというこ 力と絵の作成・挿入を行う。

とより，生徒の興味・関心を高め，本 ・上記の本（テーマ）にどのよう

11 の紹介や感想などをより内容深く個性 に（なぜ）興味を持ったか，本

的なものとさせる。） を読んで新たにわかったことや

興味を持ったこと，感想，新た

12 に調べたいことなどをまとめる。

２．探究の方法 ◎ホームページ形式でまとめ，公開す ・上記でまとめた内容をホームペ

を学ぶ ることで，表現力のさらなる育成をは ージの形でまとめ公開し，相互

１ かる。 評価を行い，さらなる表現力の

育成へとつなげる。

◎各自のテーマに関連して，さらに詳 ・調べ学習やホームページ作成に

２ しく課題を設定し，調べ学習を行う。 際して知的所有権など注意すべ

き点について学ぶ。

◎表現の道具，また調べ学習などの道 ・それぞれのテーマをさらに深く

３ 具としてのコンピュータの活用をはか 調べていく。この際，図書館や

る。また，その際のルールについて学 インターネットの活用をはかる。

ぶ。 ・インターネットでの調べ学習をす

るための検索方法の習得やそれを

◎研究内容を概念図の形でまとめ，概 利用する上での注意点を学ぶ。

要をわかりやすく表現する。 ・各自のホームページに調べたこ

となどを追加し，より広く，深

いものを作り上げていく。

◎中間発表では，それぞれのテーマに ・探究活動の中間発表

ついて，「こんなおもしろいことがあ （ホームページの掲示板機能を活

る」「これについて教えて」などの意 用し，互いに意見交換を行う中

見交換する中で関心を高めるととも で，さらに詳しく調べる課題を

に，調べ学習の課題を明確にしていく。 見つける。）

●必要に応じて，実験や観察を立案・

実施する。 ・さらに研究をすすめ，その内容

３．相互評価と ◎研究をすすめる手順や発表方法を学 をホームページにまとめ公開す

自己評価 ぶなかで，探究能力を育成し，自ら課 る。その際，研究目的（課題），

題を見つけていく力を育てる。 調べた結果，残った課題（疑問

点），参考文献等を明記する。

◎評価の観点を明確にして互いに相 ・研究発表会を開き，質疑応答

互評価をする中で，各自の研究を振 で意見交換を行う。

り返り自己評価につなげ，メタ認知 ・ホームページの掲示板機能を

的な視点を育む。 利用して，相互評価を行う。

◎課題を深め，探究活動の成果として ・意見交換や相互評価から，各

レポート（ホームページ）をまとめる。 自の研究の成果や，残された

課題などを整理する。

◎これまでの各自の課題を振り返り， ・これまでの成果はデータとして

それぞれの成長を評価し，自ら課題 コンピュータに保存されている。

を持って学んでいく姿勢を育成する。 これらを振り返り，コンピュー

タで何ができるか。どのような

利点があったかなどを振り返る。


